






　1977 年 4 月 1 日から 1978 年 10 月までに総数 38,804 人の代謝異常マススク

リーニングが実施された。検査の結果、疑陽性となり、さらに再検査を行なっ

ても異常があって国立岡山病院小児科に紹介されたケースは表 1のとおりであ

る。

　ヒスチジン血症は 1/7,700 であったが治療を要すると考えられるケースの空

腹時血中ヒスチジンレベルと摂取ヒスチジンは Fig 1 のように平行して増減し

ている。生後 6-8 ヶ月目に離乳食を与えてヒスチジンの摂取制限を解除すると、

ヒスチジンは 12mg/dl 程度に上昇する。ヒスチジン負荷試験のパターンは 4例

とも同様の遷延を示した。また、いずれの症例とも血中ウロカン酸は通常の薄

層クロマトでは検出されなかったが、空腹時ヒスチジン濃度は Fig 1 のように

経過しており、普通食－普通ミルクの摂取時にヒスチジン濃度が 8mg/dl を越

える例は上記の 1例のみであった。


